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子どもの描画表現ά動のあり方と関わり方 
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 動きᅇる本物の動物を見たり、目の前の小動

物にゐれྜったりすることで、子どもたちはಶ々

の作意ḧがᥙき立てられ、普ẁより┿に画

⏝紙に向かうようになる。⚾のᩍえる小学⏕た

ちが動物園の写⏕にཧຍする時のᵝ子である。 

 ところが、この子どもたちのಖㆤ⪅である大

人たちの考え方、子どもへの対し方がよくない

ሙྜが多い。ぶならㄡしもがᑡなからࡎᢪくぶ

ᚰであろうが、これがあまりにも一方的である

ことが常である。 

ンならࢠン࣌、らしく࣐࣐࢘ࢩなら࣐࣐࢘ࢩ 

ンらしく描かせたい。いわゆる絵ᚰのあࢠン࣌

るぶや大人ほど、自分ならこう描くという大人

目線の形にさせたがる。 

 うちの子だけは、の子どもよりもᑡしでも

上手に描かせたい。大人が見て上手だなと言わ

せる絵に上ࡆさせたいという「見ᰤ」。 

 せっかく絵画ࢥンࢡールに出ရするのだから

㠀入㑅させたい。できることならなるべくⰋ

い㈹をཷ㈹させてやりたいという「ḧ」。 

 㠀᪥常の自↛を見て感ࡌたまま、思いのまま

に作表現し、造形ά動そのものを楽しませる

のが第一の目的であるはࡎのᶵ。 

 そのᶵに大人たちは子どもたちに、もっと

よく見て描くように、もっと本物にఝせて描く

ようにと、この「見ᰤ」と「ḧ」をᐜ㉧なくぶ

つける。もちろん、これは子どものためになる

ことだとಙࡌての助言なのだろうが、子どもの

思いをཷけ入れࡎ、知らࡎ知らࡎのうちにᶓᵕ

を入れ、ᢡゅき出た意ḧに水をさすことにな

るのだ。 

 小学⏕にもなったのだから、こののことは

要ồしてもいいのではとಖㆤ⪅たちは論する

かもしれない。しかし、もっと௨前、初めて子

どもが絵に出ったᗂᑡ期から、多くの大人た

ちは一方的なぶᚰを子どもにᢲし付けているも

のである。「子どもなりの絵」には⌮ゎを♧そ

うとはせࡎ、大人のど線で上手、下手とุ᩿す

る。一Ṍ間㐪えてしまうと、その行Ⅽは子ども

のఙࡧやかな思考をⴎ⦰させてしまうཎᅉの一

つになりかࡡない。 

 ཌ⏕ປാ┬発行の「ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪」�）の「表

現」の㡿ᇦにはこう記㍕されている。 
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「感ࡌたことや考えたことを自分なりに表現す

ることを通して、豊かな感ᛶや表現するຊを㣴

い、造ᛶを豊かにする。」 

 さらにその「ࡡらい」では「いろいろな物の

⨾しさなどに対する豊かな感ᛶを持つ。」「感

たことや考えたことを自分なりに表現して楽ࡌ

しࡴ。」と⧞り㏉している。 

子どもが絵という形で作する表現ά動が人

間形成にどう関わり、成長の過⛬に࠾いてどれ

ほど重要なᙺをᯝたしているのか。「自分な

りに」表現させるために大人たちのやるべきこ

とは何なのか。にᗂඣ期の発達ẁ㝵にἢって

考ᐹする。 

 
㸯．人ࡣ絵ࢆᥥࡿ࠶࡛≀ࡁ⏕ࡃ 

 遠い᫇、地上で⏕άしていた人㢮の♽ඛは、

ᩛのくᧁを㑊けるためにᶞ上⏕άをするように

なった。アࣇリ࢝の⇱により᳃ᯘが⦰小し

がᣑ大したことで、ᶞ上⏕άから平地ࢼバンࢧ

へと⏕ά⎔境をኚえた人㢮は、それまで足とし

て使っていた現在の手をṌ行の⏝㏵からゎきᨺ

ち、⊂立した動作を可能とした。手ᣦの動きは

大⬻を่⃭し、่⃭された大⬻はより発達し、

自↛の形≧のままで使⏝していた㐨ලにᨵⰋを

ຍえ、使いやすい、౽な㐨ලへとຍᕤする知

ᜨがついていった。ヨ行㘒ㄗを⧞り㏉し、᪂た

な㐨ලを次々に⏕み出していく。㐨ලのᨵⰋ、

ຍᕤの始まりこそが、「造」のはࡌまりといっ

ても過言ではない。 

 造を身につけた人は、自分の気持ちや考え

を「表現」することが可能になった。表現はෆ

的なことがらを外的にするだけでなく、物事や

人の考えなどの伝達をも可能にした。言ⴥや

ᩥᏐをまだ持たない時௦に࠾いては、絵画など

の造形表現がこれらෆ的なᚰの表現や伝達をす

るにあたり、᭱も有ຠな手ẁの一つであったこ

とはまちがいない。 

 一見ኊ大すぎる人㢮の発達のヰだが、一人の

子どもがことばを身につけていないᗂᑡ期に⨨

きえても、「絵を描く」行Ⅽがその成長過⛬に

いて㠀常に大きなᙺをᯝたしているのは言࠾

うまでもない。 

 ア࣓リ࢝のࢱࢡࣅー࣭ࣟー࢚ン࢙ࣇルࢻの◊

✲では、子౪の成長にకい絵もẁ㝵を㏣ってኚ

し、そのẁ㝵࣭ࢱࣃーンには共通Ⅼがある、

と記されている。ここからはྛẁ㝵とࢱࣃーン

に࢛ࣇー࢝スをᙜて、分ᯒしてみる。 

 
2．Ꮚࡢࡶᡂ㛗ẁ㝵 

2-㸯．㌟య㐠ືし࡚ࡢ絵 

 ⏕まれたばかりのஙඣがஙを㣧ࡴ「ཱྀ」から

始まる「㐠動」は、ཱྀから手へ、そして足へと

発達していく。ᥱっていた手を㛤き、その手を

なめ、物をつかんでཱྀに持っていく。「手ᣦは

✺き出た大⬻である」と言われるように、ཱྀや

手の㐠動による่⃭が子どもの⬻にえるᙳ㡪

は大きく、⏕άの中で手ᣦを使い⤒㦂すること

はとても大ษである�）。 

 そして、⏕まれて初めて࿘ᅖの人の目に届く

表現ά動である「絵を描く」という行Ⅽは、こ

の手ᣦを使う⤒㦂を大きくຍ㏿する。 

 ᗂඣと呼ばれるようになった子どもは、∵ங

の入ったࣉࢵࢥをಽしてしまったり、ࣚࣞࢡン

や㖄➹を紙やᗋ、ቨにこすりつけたり、自分の

身体の動きが㊧として見えることに興味を持

つようになる。もちろん本人には絵を描いてい
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るという自覚はない。さらに画⏝紙とࣚࣞࢡン

や絵のලなどの画ᮦをえると、手をいっࡥい

に動かし、画⏝紙に向かって᱁㜚するかのዴく

アࣙࢩࢡンをかけ、「動き」とその「⤖ᯝ」を

楽しみ、‶足した表を♧す。 

絵を描くことはここから始まるが、この時期

の子どもは、「絵を描こう」、「気持ちを表現

しよう」、「何かを伝えよう」などと考えなが

ら行動しているわけではない。「࠾もしろい」

と感ࡌる好ወᚰがཎ動ຊとなり、行Ⅽにཬんで

いるのである。 

この行Ⅽはまだ表現と呼べるようなものでは

なく、ᮦᩱ体㦂の面ⓑさが㐍んでぐしࡷぐしࡷ

描きを┒んにするようになっているのである。

しかし、絵画というのはそもそも見る人がいな

いと成立しないものだが、楽しさを「表現」し

ているというⅬで、子どもの絵の出発Ⅼである

とも言えるだろう。�  

�  

 ࠖࡁᥥࡾࡄ࡞ࠕࡴᴦしࢆࡁື．2-2

というḧồにᚑっているうち「もしろい࠾」 

に、どているものと自分の身体の動きとの関係

を知るようになるが、はࡌめはこの動作はく

⤫ไされているものではなく、ただそれを႐ん

でいるだけである。 

 しかし、この単⣧に見える「ぐしࡷぐしࡷ描

き」や「なぐり描き」は、物に作⏝し、その物

と自分との関係を知り、目と手の㐠動を一⮴さ

せるものであり、子どもは⫗体的にもᛌい‶足

感をᚓているのである。近くにいる大人に「描

いたよ」とアイࢥンࢺࢡࢱをし➗顔を見せたり

する。この▐間から、子どもにとって「絵を描

く」ことが楽しい㐟ࡧに一つとなり、さらに多

くの線やⅬを描き始める。 

 この過⛬があって、いࡎれものの形が⏕まれ

るようになるため、「なぐり描き」だからといっ

て、形らしいものを描かせようとしたり、↓⌮

強いしたりしてはならない。 

 たとえば、なぐり描きをする㸱ṓの子どもは、

紙の上になぐり描きの動作をしている時はく

ᖾ⚟である。ところが大人は、子どもがなぐり

描きを⦎⩦して、自⏤な動作を覚えなければい

けないということを知らࡎに、「何を描いている

の㸽」とᑜࡡたりする。子どもは、何も㐃な

どせࡎ、ただなぐり描きによって思うままに動

作ができるという႐ࡧしか感ࡌていないので、

この㉁ၥの意味がわからࡎ、何のᛂも♧さな

い。好ወᚰの強い大人は、なぐり描きの意味や

౯್を知らないままに、ただよかれと思い、「リ

ンࢦを描いているんࡷࡌない㸽」とかぶせてく

る。このくらいの子どもは、絵のෆᐜについて

は何も考えていないということを知らないのだ。

子どもは何を言われているのかわからࡎ、大人

の顔を見Ᏺるだろう。子どもにとってのリンࢦ

は、㣗べたり、手に持ったりするもので、絵に

描くものではない。リンࢦの絵を描くなど、ま

だീすらつかない。それでも好ወᚰから「描

いて」と㢗んでくる子どももいるだろう。その

時、子どものᙺに立ってやりたいと考えた大人

がリンࢦを描いてやると、子どもはその大人を

႐ばせたいと思い、なぐり描きをするのをやめ

て、リンࢦの絵を┿ఝし始めるだろう。子ども

には線で描かれた絵などとても本ᙜのリンࢦと

は思えࡎ、ただ何かのようなものがあるとし

か思えないはࡎである。そのᚋは大人がその子

どものそばに行くと、一面に小さいが描かれ
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た紙を見せ、それを⌮ゎできない大人の「それ

は何㸽」という㉁ၥに対し、ᚓ意気に「リンࢦ」

と⟅えてしまう 3）。 

 「ため」を思ってやった行Ⅽが、自分自身を

表現したいという子どもの要ồをጉࡆてしまっ

たわけである。大人は、子どもがなぐり描きを

している時は、どんなにክ中になっているのか

を見ていればいいのである。なぐり描きは、子

どもの成長過⛬にあってとても重要である。大

人はそれを邪魔したり、やめさせたりしてはい

けない。自分をゎᨺするこのような重要な方ἲ

を子どもからዣってはいけないのである。 

 子どもはなぐり描きを始めてᩘࣨ᭶もすると、

好きなように手を動かすとその通りに紙に何か

が描けることを発見し、さらに自分が動作をࢥ

ンࣟࢺールできることを発見する。子どもは‶

足し、ྠࡌことを何度も⧞り㏉すようになり、

そのうちに自ಙがついてくる。これが᭱初の造

形表現の⤒㦂である。 

 小学⏕௨上になった時、絵を描くことが好き

になっている子どもは、この時期にぐしࡷぐし

、描きやなぐり描きを分に体㦂し、楽しみࡷ

‶足し、自ಙがついた子どもなのである。 

 
2-�．ᑐヰࢆᴦしࡴ絵 

 なぐり描きをしている間は、子どもは自分௨

外のことは何も考えていないが、そのうちにそ

の意識がኚし、自分௨外の何かを考えるよう

になる。ᚰの絵、イ࣓ーࢪによって考えるよう

になるのである。絵と対ヰを始め、ẟ⣒の⤡ま

ったような線やぐるぐるとくሬりつぶした固

まりを描くようになる。ヰや自ᕫᙇもできる

ようになった子どもは、このぐるぐるをᣦ差

して、「࠾かあさん」「ࡥん」「かえる」などとල

体的な物に見立ててヰしながら描くようになる。

このような動作体で考えることから絵を体

に考えるኚはとても重要である。なࡐなら、

このඛの人⏕に࠾いて、本人の考えのほとんど

はイ࣓ーࢪに関㐃しているからである。⚾たち

は、過ཤに出った人の顔や、過ཤの⤒㦂を思

い出す時、ᚰに絵を思い描かないことはほとん

どない。 

 しかしながらこの時期は᭱も自ᕫ中ᚰ的な時

期で、᭱ 初に描いた「ࡥん」が、ᚋで⪺くと「い

ちࡈ」だったり「࠾いも」だったり、さらにྠ

だったりと、㒔度ྡがኚ「ẕさん࠾」物がࡌ

する。描いたᚋからྡする「見立てる」ά

動である。 

 大人の║にはとてもそれに見えるような形で

はないのだが、子どもにとってのそれは自分が

ど覚࣭⫈覚からྲྀり㎸んだ⤒㦂の中からഅ発的

に㢌にᾋかんだものや、言ⴥを象徴的に表す記

号のようなものである。「いつもぐるぐるばか

りで㐍Ṍがない」「は描くが、目やཱྀは描かな

いのか」絵を表面的な形でุ᩿していると、子

どもの絵に表現された本ᙜのෆᐜと発達ẁ㝵を

見㏨してしまうことになるため、大人目線のุ

᩿は᥍えなければならない。 

 子どもは次第にイ࣓ーࢪした物をで描くこ

とが常ែし、ついにはの᭱初と᭱ᚋが㛢ࡌ

る▐間に出う。が㛢ࡌるということは、そ

れまでのഅ↛描いたぐるぐるにᚋからྡす

る「見立てά動」から、自分のイ࣓ーࢪが手の

動きをඛ行する「つもりά動」になったという

ことである 2）。 

 この㡭から、子どもの絵を描くという行Ⅽに
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た紙を見せ、それを⌮ゎできない大人の「それ

は何㸽」という㉁ၥに対し、ᚓ意気に「リンࢦ」

と⟅えてしまう 3）。 

 「ため」を思ってやった行Ⅽが、自分自身を

表現したいという子どもの要ồをጉࡆてしまっ

たわけである。大人は、子どもがなぐり描きを

している時は、どんなにክ中になっているのか

を見ていればいいのである。なぐり描きは、子

どもの成長過⛬にあってとても重要である。大

人はそれを邪魔したり、やめさせたりしてはい

けない。自分をゎᨺするこのような重要な方ἲ

を子どもからዣってはいけないのである。 

 子どもはなぐり描きを始めてᩘࣨ᭶もすると、

好きなように手を動かすとその通りに紙に何か

が描けることを発見し、さらに自分が動作をࢥ

ンࣟࢺールできることを発見する。子どもは‶

足し、ྠࡌことを何度も⧞り㏉すようになり、

そのうちに自ಙがついてくる。これが᭱初の造

形表現の⤒㦂である。 

 小学⏕௨上になった時、絵を描くことが好き

になっている子どもは、この時期にぐしࡷぐし

、描きやなぐり描きを分に体㦂し、楽しみࡷ

‶足し、自ಙがついた子どもなのである。 

 
2-�．ᑐヰࢆᴦしࡴ絵 

 なぐり描きをしている間は、子どもは自分௨

外のことは何も考えていないが、そのうちにそ

の意識がኚし、自分௨外の何かを考えるよう

になる。ᚰの絵、イ࣓ーࢪによって考えるよう

になるのである。絵と対ヰを始め、ẟ⣒の⤡ま

ったような線やぐるぐるとくሬりつぶした固

まりを描くようになる。ヰや自ᕫᙇもできる

ようになった子どもは、このぐるぐるをᣦ差

して、「࠾かあさん」「ࡥん」「かえる」などとල

体的な物に見立ててヰしながら描くようになる。

このような動作体で考えることから絵を体

に考えるኚはとても重要である。なࡐなら、

このඛの人⏕に࠾いて、本人の考えのほとんど

はイ࣓ーࢪに関㐃しているからである。⚾たち

は、過ཤに出った人の顔や、過ཤの⤒㦂を思

い出す時、ᚰに絵を思い描かないことはほとん

どない。 

 しかしながらこの時期は᭱も自ᕫ中ᚰ的な時

期で、᭱ 初に描いた「ࡥん」が、ᚋで⪺くと「い

ちࡈ」だったり「࠾いも」だったり、さらにྠ

だったりと、㒔度ྡがኚ「ẕさん࠾」物がࡌ

する。描いたᚋからྡする「見立てる」ά

動である。 

 大人の║にはとてもそれに見えるような形で

はないのだが、子どもにとってのそれは自分が

ど覚࣭⫈覚からྲྀり㎸んだ⤒㦂の中からഅ発的

に㢌にᾋかんだものや、言ⴥを象徴的に表す記

号のようなものである。「いつもぐるぐるばか

りで㐍Ṍがない」「は描くが、目やཱྀは描かな

いのか」絵を表面的な形でุ᩿していると、子

どもの絵に表現された本ᙜのෆᐜと発達ẁ㝵を

見㏨してしまうことになるため、大人目線のุ

᩿は᥍えなければならない。 

 子どもは次第にイ࣓ーࢪした物をで描くこ

とが常ែし、ついにはの᭱初と᭱ᚋが㛢ࡌ

る▐間に出う。が㛢ࡌるということは、そ

れまでのഅ↛描いたぐるぐるにᚋからྡす

る「見立てά動」から、自分のイ࣓ーࢪが手の

動きをඛ行する「つもりά動」になったという

ことである 2）。 

 この㡭から、子どもの絵を描くという行Ⅽに
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「表現する」という意味がྵまれるようになる。 

までは㐠動によって㉳こる現象のᘏ長として

楽しんでいたのが、次第に「絵を描く」ことで

物を「表現」する行Ⅽを楽しࡴようになり、自

分の描いたものをのものと⤖ࡧつけることで

子どもは絵と対ヰを⧞り㏉すのである。 

 さらに言ⴥは㐍み、「かえるをつかまえた」「ࡥ

んをたべた」「࠾かあさんとてをつないだ」など

動モを入れた多ㄒᩥで┒んにヰをするようにな

り、⏕ά体㦂を絵で表すようになる。㛢ࡌられ

たの中には目やཱྀが現れ、「顔」から「㢌足人」

へとኚしていく。単に顔の形をたくさん描く

のではなく、࿘ᅖの人との楽しかった気持ちや

行Ⅽを伝えるための絵を描き始める 2）。 

 
2-�．ពḧࡸゝⴥࡿࢀ⁄ࡀ絵 

 知的ḧồが目立つこの時期は、記憶ຊ、思考

ຊも発達し、自分の知識や体㦂を表現しようと、

色々と描けるようになる。単⣧な線によりㄝ᫂

的に表現される形は、ㄝ᫂されなくても大人に

も༑分に⌮ゎできるようになる。ただ、この時

期の絵の特徴は、描かれたものྠኈに大小関係、

ᅉᯝ関係などがなく、太陽を描いたᶓに࣓ࣟン、

そのᶓに人の顔、ࢩ࣒ࢺࣈ࢝と、⬦⤡なく並べ

られる。あたかもࢢࣟࢱ࢝にၟရが並んだよう

に描かれるため、ࢢࣟࢱ࢝期と呼ばれる。 

 これまでは᩿∦的な記憶から絵と⤖ࡧつける

だけであったのが、発や㐃を覚えることに

よりさらに記憶ຊを㧗めるこの時期は、次から

次へと意ḧや言ⴥが⁄れ出し、またそれをཷけ

Ṇめるჾを⫱ࡴẁ㝵であるとも言える。 

「たくさん描いているけど、ばらばらだ」「太

陽は上の方がいいのではないか」この時期は絵

を描く意ḧもさることながら、言ⴥも豊ᐩにな

っている時である。物の大小をẚ㍑したり、形

や㡰序のᣦをしたりすることなく、より多く

のヰをさせたり、㒔度┦ᵔを打つなどして、と

にかく次から次へと⨶ิ的にたくさん描かせる

ことが重要である。言ⴥがඛか、絵がඛか。ෆ

にある記憶と感が次々と⁄れてくる≧ἣをཷ

けṆめてやりたい。 

 また、このẁ㝵は色ᙬに対して興味を♧す時

期でもある。使⏝する色はᚲࡎしも物の固有色

ではなく、感や⥴がඛ行した色が使われた

りする。その時、その色を㑅ばなければならな

いᚰや体のᵝ子を⌮ゎし、ᚲ↛ᛶがあるとᤊえ

るᚲ要がある。使っている色が間㐪えていると

か、「木の色はみどりだ」「リンࢦの色は㉥色だ」

などと一方的に࿌ࡆたり、ましてや່める色の

ンを手Ώすような行ⅭはỴして行ってはࣚࣞࢡ

いけない。 

 
2-�．ぢࠊࡢࡶࡓ▱㆑ࢆ絵ࡿࡍ 

 子どもは知的、⥴的な成長にకい、自分を

ྲྀりᕳく࿘ᅖの関係や≧ἣを知るようになって

くる。 

 たとえば顔からいきなり大きい足が✺き出た

絵を描き上ࡆた時、「࠾父さんは顔があって、㸰

本の足がある」だから、「この絵は࠾父さん」と

ኌを上ࡆる。いつもヰする時に見る父の顔と、

㞄に並んだ時に見える大きい足にインࢺࢡࣃを

覚え、「リアル」な繋がりを実㝿に作ろうとする。

ᑡなくとも子どもにとっては、それはᡃ々大人

のリアルな繋がりとྠࡌくらい「リアル」な繋

がりなのである。もちろん本人は父に手も体も

あることは知っている。それでも描いているう
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ちに父の顔と足のことを一番強く思い出したの

だ。描いている時に父は長い足を持っていると

いうことを、父の一番重要な特徴として思い出

したのだ 3）。 

 この時期の子どもは、人とはこんなもの、家

とはこんなもの、自動車とはこんなもの、とい

うように一つ一つの事物について確かな認識を

持ち、それぞれの概念も形成されていく。特徴

的なことは、例えば家、木、太陽、山、花など

に見られる記号的（図式的）な要素がどの子ど

もにもほぼ共通していることである。画面には

上下左右ができ、大小のバランスや物と物との

関係づけができてくる。色についても物の固有

色を使う傾向が出てくる。 

 しかし、対象とする物と絵にリアルな繋がり

を打ち立てることができるのに気付いたばかり

の時期なので、絵に秩序を打ち立てることはま

だできない。対象物をただ思いつくままに描く

のである。秩序はないが、この時期の子どもの

絵には大きな特徴がある。それは『ベースライ

ン』と呼ばれるもので、地面との境界に一本の

線が引かれる。そして家、木、花、人物、動物

などはすべてこのべースラインの上に並ぶ。空

は上にあり、空の境界にも線が引かれることも

ある。地面は常に下にあり、べースラインが画

面の下方ぎりぎりに引かれることが多い。地面

と空の間はいわゆる『空気』であって、そこに

は何も存在しない。これがこの時期の子どもの

空間認識なのだ。 

 たとえば、動物園に行ってきたこの時期の子

どもが自宅で動物の絵を描くとする。紙にベー

スラインを引くや否や、特別な印象を描くこと

なく、思いつく物を次々に描き始める。「ぼくは

動物園にいる。ここにぼくがいる。ここにはキ

リンがいる。象がいる。檻がある。」それぞれの

動物や建造物はばらばらで、絵の中で特別な繋

がりを持っていない。空間的な繋がりも考えな

い。しかし、この子どもにとっては「動物園と

自分の絵」というもう一つの繋がりがはっきり

と打ち立てられているのである。「あなたとキリ

ンの間には柵があったでしょ」などと自分の絵

と外界との間に繋がりを作ることができたとい

う重要な発見をした時に、子どもの思いや注意

を空間の繋がりに向けさせて邪魔すると、ただ

混乱し、自分の発見に自身を失うだけである 3）。

ここでも大人目線の助言や批評は、子どもの発

達を邪魔するだけのものに過ぎないのである。  

 
2-6．大人らしい絵 

 やがて子どもは記憶を描くのでなく、見た物

を描くようになる。手前の物と奥の物といった

遠近の重なりが画面に表現され始める。空は

徐々に下に広がり、地面は遠くを上へ上へと描

くようになる。やがて空という空間と地面とい

う空間が繋がり、地平線や水平線が表れるよう

になる。「すぐできる簡単なことより、やっと届

く難しいことが好き」ということを感覚的に知

るこの時期に入ると、より「絵」としての完成

度が上がり、立体的な表現が可能になってくる。

「写実」することに興味を持つようになり、見

た通りに描くことができることを楽しみ始める。

いわゆる「絵のうまさ」もこのころから差がで

始める。 

 大人らしい絵として完成に近づくこの時期に

なって、初めて大人が言う「普通の絵」を描い

てほしいという願いを伝えられるのだが、子ど
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もは大人の㒔ྜで絵を描いているわけではない

ことを⫢にࡌるᚲ要がある。いわゆる「もの

分かりのⰋい」子どもほど、簡単に大人の意見

や願いをཷけ入れてしまう。やがて大人の顔色

をఛって絵を描くようになり、自分の表現がで

きない「ただの」上手な絵を描くだけの子ども

になってしまうことだけは㑊けなければならな

い。 

 
��Ꮚࡢࡶ絵ࡿ࠶࡛ࠖࡤࡇࠕࡣ 

 スーࣃー࣐ーࢺࢵࢣで小学⏕㐃れのẕぶが㸰

⤌、അ↛出いᣵᣜをわすࢩーンをよく目に

する。その㝿、ẕぶ㸿さんがもう一方の㹀さん

の子どものඃ⚽な面を〔め⛠える。「この間の発

表は立ὴだった。」それに対し㹀さんはᠱに

否ᐃする。「いやいや、うちの子なんてまだまだ。」

がんばってもሗわれない。〔め言ⴥをも否ᐃす

る。ᶓに立つ㹀さんの子どもの気持ちはいかな

るものか。このようなヰを実㝿に体感したಖ

ㆤ⪅も多いのではないだろうか。 

 ྠᵝに、ಖㆤ⪅から子どもの絵について、「㸿

ちࡷんは上手だけど、うちの子は下手」という

言ⴥをよく⪥にするが、その㒔度ᚰが③ࡴ。人

とẚべられ、下手のࣞࢸࢵルを㈞られる。ஙඣ

の絵、ᗂඣの絵、小学⏕の絵、てのᖺ㱋の絵

の౯್はྠࡌである。その子どもの「できる

⢭一ᮼの表現」に⏥எをつけるべきではない。

そこにᐢしかったり③々しかったりする表現が

あったなら、自分への᥋し方や関わり方をኚえ

てほしいという࣓ࢭࢵーࢪかもしれࡎ、大人が

┬すべきである 2）。 

 ᗂඣの絵は「ことば」だ。ぐしࡷぐしࡷ描き

に始まり、᭱初は動きや⤖ᯝそのものを楽しん

でいた子どもは、身体の成長に並行して成長し

ていく感の表現手ẁとして絵を⏝いるように

なるのである。 

 ஙඣ期に✺↛大きいኌを発して「㡢」を楽し

んでいた子どもが、徐々に自分の「ኌ」を知る

ようになり、知識と体㦂から「言ⴥ」を使い始

める。それとྠᵝに絵も自分のෆ的感を外的

に表現する大ษな「ことば」なのである。 

 また、別のどⅬで評౯をすると、絵は「言ⴥ」

にる要素を持っているとも考えられる。 

 ᪥本ㄒを自分の考えが伝わるࣞベルまで⩦ᚓ

すれば、1 ൨人に伝えることが可能であるが、

絵を自分の考えが伝わるࣞベルまで⩦ᚓすれば、

60 ൨人に伝えることが可能である。絵は言ⴥよ

りもඛに⏕まれたࢣࣗࢽ࣑ࢥーࣙࢩンを図る፹

体であり、ୡ界中ほとんどの人たちと意思通

を図ることのできる、㠀常にඃれた能ຊとなり

うる。 

 
  ࡾ ࢃ ࠾

 子どもは描き始める時、「何か」を考えている

に㐪いない。この「何か」は、ᡃ々にはくだら

ないと思われることがよくある。しかし、子ど

もにとって、それは自分自身࠾よࡧ自分の⤒㦂

に┤面することである。子どもがそれを考える

時、子どもの㢌は描こうとする⤒㦂に集中する。

子どもの思考ຊや注意ຊを集中する能ຊが่⃭

をཷけるわけで、造ά動の重要な第一ẁ㝵で

ある。 

 たいていの子どもは、大人さえ᮰⦡しなけれ

ば、のࡧのࡧと造的に、自分自身を表現する。

大人のែ度や家ᗞの㞺ᅖ気が子どもの造形表現

にもたらす᭱大の㈉⊩は、子どもの自↛の成長
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をጉࡆないということである。そして、そんな

㞺ᅖ気の中、描画ά動によって伝えྜう႐ࡧを

知って⫱った子どもに「絵᎘い」はいない。子

どもたちはイ࣓ーࢪを一ᮼに⭾らませて、絵に

よって表現することが「ḷをḷうように、◁ሙ

で㐟ぶように」ᙜたり前のことになっているか

らだ。  

 ㏺うことがまだできないஙඣを、Ṍ行ჾに入

れて一人で⛣動する㐟ࡧをさせたとする。その

子は㏺うດຊをせࡎにṌき始めたりする。しか

し、よく㌿んだり、㌿んだ時に手をつかࡎに顔

にᡃをする、足⭜のᙅさやバランスのᝏさな

ど発達のṍみが出てしまうに㐪いない。Ṍ行を

始める前ẁ㝵では㏺う行Ⅽが大ษであるように、

描画ά動でも、身体的にも⢭⚄的にもᖺ㱋にᛂ

↓た大ษな発達ẁ㝵がある。子どもの発達をࡌ

⌮やり⦪に引き上ࡆるのではなく、ᶓに広ࡆて

次の発達ẁ㝵のᇶ♏を作るᚲ要がある 2）。その

ためには、子どもをྲྀりᅖࡴ大人が、子どもの

⏕ά体㦂を多ᵝで豊かなものとし、そのᖺ㱋だ

からできる発達の過⛬を大ษにすることが重要

である。 

 ᭱ᚋに、大人に対する子どもഃを表した、ࢧ

ン࣭࣌ࣗࢪࢢࢸリ作「ᫍの⋤子さま」4）のෑ㢌

の一⠇を⤂する。 

 （作⪅が描いた࣡࢘バ࣑の⭡の中でᾘされ

こなれる࢘ࢰの絵をめぐって） 

 ぼくは、㰯たかだかと、その絵を࠾となの人

たちに見せて、ࠑこれ、こわくない㸽ࠒとききま

した。 

 すると、࠾となの人たちはࠑぼうしが、なん

でこわいものかࠒといいました。 

 ぼくのかいたのは、ぼうしではありません。

と࠾。の絵でした࣑バ࣡࢘をこなしている࢘ࢰ

なの人たちに、そういわれて、こんどは、これ

なら、なるほどとわかってくれるだろう、と思

って、࣡࢘バ࣑のなかみをかいてみました。࠾

となの人ってものは、よくわけをヰしてやらな

いと、わからないのです。ぼくの第号の絵は、

下のようなのでした。（絵␎） 

 すると、࠾となの人たちは、外がわをかこう

と、ෆがわをかこうと、࣡࢘バ࣑の絵なんかは

やめにして、地⌮とṔྐと⟬ᩘとᩥἲに⢭をだ

しなさい、といいました。ぼくが、භつのとき

に、絵かきになることを思いきったのは、そう

いうわけからでした。ほんとに、すばらしい

事ですけれど、それでも、ࡩっつりとやめにし

ました。第一号の絵も、第号の絵も、うまく

ゆかなかったので、ぼくは、がっかりしたので

す。࠾となの人たちときたら、ࡌぶんたちだけ

では、なに一つわからないのです。しࡹࡌう、

これはこうだとㄝ᫂しなければならないようだ

と、子どもは、くたࡧれてしまうんですがࡡ。 
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